
2024 年度の事業報告書 
（2024 年 10 月 1 日～2025 年９月 30 日） 

 

■フィリピン 

事業名 

活動①フィリピン・アブラ州の農村における手織物業の技術と収入を向上させるプロジェ

クト 

助成金：生協総合研究所 アジア生協協力基金 

活動②未来を紡ぐ綿織物のワークショップとファッションショー 播州織の技をフィリピ

ン・アブラ州の織物産地に伝える 

助成金；関西・大阪 21 世紀協会 日本万国博覧会記念基金助成 

 

事業概要 

活動① 

1)織るのに高度な技術を必要とする草木染の綿糸で織るための技術をひろめ、その担い手

を増やす。 

2)草木染の技術を習得することにより、草木染の綿糸を供給する。 

3)プロモーションとマーケティングに力を入れ、新たに綿織物の市場を開拓する。 

活動② 

1）アブラ州に兵庫県の播州織の織り手を招き、日比の織り手の相互交流を図る。 

2）アブラ州で、播州織の織り手によるワークショップを行い、アブラ州と播州織による織

物のファッションショーを行い、アブラ州の織り手の技術とデザイン性の向上を図る。 

 

活動成果 

活動① 

2024 年４月より投入した日本製の筬により綿織物を容易に効率よく取り組むことが可能と

なった。旧来の筬から日本製の筬に変えることで綿織物を織る速度は格段に早くなった。

その結果、綿織物を織ることに自信がつき、綿織物に取り組む織り手が増えた。Abel ti 

Abra の織り手がアブラ州に全体に拡大した。 

地元大学であるアブラ大学を巻き込むことにより、意匠、縫製だけでなく、草木染染色や

綿花の試験栽培などを行うなどの幅広い活動につながった。 

織りの技術の向上と参加者の増加により多くの綿糸を必要とするようになり、2023 年より

糸の供給を受けていたマニラの DOST-PTRI（科学技術省フィリピン繊維研究所）からだ

けでなく、供給をイロコスノルテ州の PhilFIDA（フィリピン繊維産業開発庁）からも糸の

供給を受ける手はずをつけ、PhilFIDA とアブラ大学の協力のもと綿花の試験栽培をアブラ

州において開始し、綿糸の供給体制の構築を図った。 



日本の播州織関係者とワークショップやファッションショーを通じて交流を深めた。 

綿糸の供給面では、フィリピン繊維産業開発公社の協力を取り付けることができた。フ

ィリピン繊維産業開発公社の指導の下、アブラ州で綿花栽培が開始され、今後の、原材料

から製品化までの域内での一貫生産が行われる見込みができた。 

 

織り手による織物の取り組み 

 日本製の筬（織機の部品）の提供 

綿花栽培の開始 

 

活動② 



2025 年 1 月 31 日に日本万国博覧会記念基金の助成を受け、フィリピン通商産業省の後

援の元で、日本の播州織の織り手や繊維関係者を交えたファッションショーとワークショ

ップ、即売会を行った。それにより織り手をエンパワーメントした。相互交流により、織

りのデザインや技術の向上が図れた。ファッションショーを競技会形式にしたことで、技

術が高く評価され、さらなる向上を目指す意欲が高まった。ファッションショーにより、

市民や顧客からの問い合わせがあり、マーケティングの面でも進展が見られた。フィリピ

ン国内および、日本も視野に入れた販路の展開につなげる道をつくった。ビジネス化を図

るきっかけとなったため、事業の持続性を見込めるようになった。 

ワークショップの様子 

ファッションショーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 



■インドネシアのプロジェクト 

 

活動名：インドネシア スンビラン諸島における海洋プラスチック削減プロジェクト―環

境に配慮した木製フロートの可能性― 

助成金：2024 年度 世界の人々のための JICA 基金 

 

活動概要 

全国森林組合と全国漁業協同連盟に技術協力を得て、ペットボトルの代替案として木製フ

ロートを現地の海藻養殖や浮漁礁を試験的に導入しモニタリングを行い、機能性や耐久性

を検討する。そして、海藻養殖からペットボトルの流出を防ぐロープの仕立て技術をさらに

展開させ、より環境に配慮した海藻養殖の仕立て方法を確立した。 

さらに、現在、島で稼働していないゴミ圧縮機や共同ゴミ箱を有効活用し、海藻養殖や浮漁

礁（ルンポン）で活用されたペットボトルや、内で効率よく分別・処理できるガイドライン

を作成している。 

これらの活動は、引き続きスンビラン諸島の職業高校（水産学科）の学習カリキュラムに

導入し、次世代の島の漁業を担う子供達が環境保全に関する実践的な活動に参加すること

で、地元の環境に対する意識を高め、島の未来を担う人材の育成にも貢献する。 

 

活動成果 

活動①：環境に配慮した木製フロートによる海藻養殖の提案 

全国森林組合と全国漁業協同連盟に協力いただき、スンビラン諸島の海藻養殖に使ってい

るペットボトルの代替案として植林した早生桐を活用した木製フロートの試作品を作って

いただいている。桐は独立気泡構造という他の樹種にはない特有の組織構造をもっている。

そのため発泡スチロールと似た構造で、空気層が多く、比重は 0.19～0.3g/cm と軽い。その

ため、適切な乾燥加工によってフロートとして活用することが可能となる。また早生桐の苗

木を植樹し、成木（CO2 吸収）したら、伐採し製品化し、さらに萌芽更新や植樹をするこ

とで循環型社会への取り組みにもなる。そこで本申請事業では、この樹木の特徴を活かした

環境にやさしい木製フロートを現地の海藻養殖のペットボトルの代替として試験的に導入

し、その有効性をモニタリングした。 



 

2024 年 4 月と 11 月に日本から１名が現地に各 10 日間渡航し、インドネシアのスンビラン

諸島に木製フロート（小）150 個と木製フロート（大）50 個を輸送し、海藻養殖と浮漁礁

（ルンポン）を試験的に設置した。 

① 木製フロートを使った海藻養殖の試験地の設置 

② 木製フロートの機能性・耐久性・浮力のモニタリング開始 

③ 現地の森林省・水産省との情報共有 

 

木製フロートの機能性・耐久性・浮力のモニタリング調査の結果、海藻養殖のフロートとし

て問題なく活用できることが明らかになった。 

現在は、モニタリング結果を含めて、環境に配慮した海藻養殖技術のマニュアル作成を進め

ていく予定である。そして、地方政府や島の漁撈従事者 400 世帯にも情報共有・提言を目指

す。 



活動②：島の設備を最大限活用したプラスチックゴミ処理方法の模索 

島内のゴミは、海藻養殖から排出されるペットボトルゴミの割合が多く、その大部分は都市

部から集められたペットボトルであり、最終的にはすべて海に廃棄されている。対岸の街の

ゴミ処理場はすでに収容能力を超えており、まずは島内での対処を考える必要があった。 

現在、島内に 12 か所の共同ゴミ箱、そして（稼働していない）ゴミ圧縮機が 1 台ある。そ

して、ゴミの埋め立て用地を５か所確認している。 

そこで 2025 年 7 月に、下記の調査と村長や青年団、および職業高校（SMKN4）とともに

地域特性や住民の生活スタイルに合わせたゴミ分別・処理システムを構築するため 3 回の

住民ミーティング、ワークショップ、会合を開催した。 

 

 

① 住民の生活スタイル、ゴミ種類・量の調査、ニーズの分析 

② ゴミ圧縮機の活用方法や講習会の実施 

③ ゴミ分別・処理のガイドラインの策定 

④ 分別率や圧縮効率、収集効率などの指標を用いたモニタリング 

⑤ 地域コミュニティや学校と連携した環境教育 

 

地域住民との協力や連携を重視し、持続可能なゴミ管理体制を築くために継続的な取り組

みを目指す。そのため本調査結果をもとにカンブノ島のゴミ収集システムを住民会議で決定

した。本ゴミ処理システム開始は 2026 年 1 月を予定しており、現在その開始に向けて準備

中である。 


